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さ

ま

ざ
ま

な

創

意

と
工
夫

で

平

和

な

国

に

明

る

い

く

ら

し

新
生
活
運
動
一
歩
前
進
汐
・

生
活
改
善
講
座
で
話
合
い

新

生
活
運
動

は
、
上

か
ら
命
令

さ

れ

た
り
、
他
人

か
ら
指
図

さ
れ

て

行
う
よ
う
な
筋
合
の
も

の
で

は
な

く

、
め
い
め
い
が
自
分
で

よ
く
考

え

、
ま

た
大

ぜ
い
で
よ
く
話
し

あ

０
０
０
０
０

つ
て
、
自
分
た
ち

の
創
意

と
工
夫

で
、
自
発
的

に
下

か
ら

盛
り
上

げ

る
運
動
で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

国
見
町
公
民
舘
で

は
、
町

の
婦
人

会

や
生
活
改
善
推
進
員
会

と
協
力

し
て
、
去

る
十
一
日
青
年
研
修
所

で

生
活
改
善
講
座
を
開
き

、
県
社

会
教
育
課
赤
津
千
町
先
生

の
指
導

の
も
と

に
新
生
活
運
動

の
進
め
方

に
つ
い
て
研
究
を
し
た
。
集

る
も

の
各
地
区

か
ら
迴
ば
れ
た
婦
人
五

十
名
、
映
画
「
結
婚
の
条
件
」「
三

つ

の
村
」
な
ど
を
見
て

の
六
六
討

議
、
講
師
の
お
話
を
き

い
た
後
「

わ

た
く
し
た
も
の
町

を
す
み
ょ
く

す

る
に
は

ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」

を
テ

ー
マ
に
、
五
つ

の
分
科
会
に

分
れ
て
熱
心
な
話
合
い

を
し
た
。

と
り
上
げ
ら
れ
た
問
題

を
要
約
す

る
と
大
体
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
。
尚
こ
の
こ
と
に
っ
い
て

ぼ

町
の
連
合
青
年
団
で
も
、
来
る
十

八
日
県
北
中
学
校
を
会
場
に
し
て

団
員
の

研

修

会
が

開

か
れ
る
の

で
、
青
年
婦
人

の
協
力
に
よ
っ
て

当
町
の
新
生
活
運
動
も
一
段
と
活

溌
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

○
新
し
い
道
徳
を

高
め
る
た
め
に

１
、
国

旗
を
立
て
よ
う

２

、
法
を
守

る
運

動
、
例
え

ば
選

挙

法
、
道
路
交
通
法

な
ど

３

、
た
す
け

あ
い
運

動
に
協
力

４

、
大
人
も
民
主
主
義

の
勉
強
を

し
、
若

い
人

を
理
解

し
よ
う

５

、
青
少
年

の
不

良
化
原
因
を
除

く
運
動

６

、
子
供

の
し

つ
け
方
研
究

○
世
の
中

の
生
活
環
境

や
風

俗
習
慣
を
改
め

る
た
め
に

―
、
時
間
励
行

２
、
冠
婚
葬
祭
を
簡
素
化
し
、

ム

ダ
を
排
除
す

る

３
、
虚
礼
を
や
め

る

４

、
迷
信
や
ろ
う
習
を
や
め
る

５
１
有
毒
な
出
版
物
や
映
画
を
追

放

し
よ
う

６

、
ラ

ジ
オ
や
テ

レ
ビ
の
見
方
き

き
方

を
研
究
し
こ
う

７
、
健
全

な
娯
楽
を
研
究
し
よ
う

８
、
宴
会

は
き
ま
り
よ
く
し
よ
う

例
え
ば
忘
年
会
、
新
年
会
、
披

露
式
、
慰
労
会
そ
一の
他

９
、
寄
附
の
明
朗
化

○
家
庭
生
活
の
科
学
化

合
理
化
を
す
す
め
る

た
め
に

―
、
家
族
計
匳

を
う
ま
く

や
ろ
う

２

、
家
計
の
合
理
化

の
た
め
に
記

帳
生
活
を
を
実
行
し
よ
５

３
、
冗
費
を
や
め
て
貯
蓄
を
し
よ

う

４
、
衣
生
活
の
工
夫

と
改
良

５

、
食

生
活

と
栄
養
の
改
善

６
、

住
生
瀰
の
合
理
化

特
に
家
族

本
位
の
住
宅
と
し
、
台
所
、
風

呂
場
、
便
所
の
改
善

７
、
余
暇
を
つ
く
り
う
ま
く
使

う

定
休
日
の
設
定
と
そ
の
活
用

８
、
新
正
月
一
本
化

と
正

月
行

事

の
簡
素
化

○
生
産
性
を
高
め
、
経

済
生
活
を
安
定
す
る

た
め
に

１
、
経
営
の
合
理
化
、
共
同
化

２
、
生
産
技
術
の
工
夫
改
善

３
、
共
同
作
業
、
共
同
利
用

の
研

究
と
実
行

４
、
国
産
品
の
愛
用

成

人
者

名

簿

自
昭
和
一
五
・
四
・
二

至
昭
和

こ
（
・
四
こ

生

あ
な
た
は
も
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

も
れ
て
い
た
ら
す
ぐ
公
民
舘
（

役

場
内
）
又
は
近
く
の
小
学
校
に
申

出

て
下

さ
い
。

○
現
在
町
内
に
居
住
し
て
い
る
者

○
現
在
居
な
く
と
も
成
人
式
当
日

二

月
十
五
日
）
帰

っ
て
来
て

成
人
式
に
参
列

す
る
者

（

小
坂

）
柴
田
辰

造
、
林
タ
ミ
、

武
田
キ
ヱ
、
高
原
紀
美
子
、
佐

藤
明
子
、
佐
藤
久
子
、
高
橋
富

子
、
鈴
木
勝
美
、
内
村
吉
明
、

安
藤
正
雄
、
朽
木

キ
ヌ

（

鳥

取

）
武

田
勝
義
、
若
生
勇
、

畑
中
郁
男

、
高
橋
ア
イ
子
、

（

内

谷
）

鴨
川
恭

一
、
鴨
田

清
一
、

竹
野
金
蔵
、
笹
木

弘
、
鴨
田

紀

子
、

（
泉

田
）

安
彦
富
美
子
、
林
絹

代
、

蓬
田
ナ
カ
、
佐
藤
英
子
、
林

新

吉
、
渡
辺
進
、
仲
野
栄
太
郎
、

黒
田
俊
雄

、
佐
藤
春
夫
、
阿

部

キ
ェ
ヱ
、

（

藤

田

）
市
山
稔
、
市
山
仁
市
、

野
村
義
悦
、
小
西
美
恵
子
、
小

紫

カ
ツ
ヱ
、
菅
野
芳
子
、
池
田

紀
子
、
東
城
紀
『

佐
藤
伊
子
、

高
野
英
子

、
本
間
章
衛
、
武
田

ム

ル
子
、
松
崎
林
子
、
八
島
正

秋
、
半
沢

豊
、
鈴
木
重
男

、
斎

藤
松
男
、
東
海
林
三
紀
子
、
徳

江
紀
伊
、
佐
藤
清
『

片
平
勝

美
、
秦
裕
俊
、
宮
内
祥
五
、
佐

藤
ア
キ
エ
、
赤
井
畑
由
利
子
、

鈴
木
正
行
、
氏
家
チ
ョ
、
佐
藤

敏
子

、鈴
木
辰
雄
、
佐
藤
三
紀
、

字

佐
美
陽
子

、
菊
地
由
紀
子
、

佐

藤
君
子

、
紺

野
亮
子
、
池
田

キ
ョ
子

、
大

和
田
紀
夫
、
菅
野

洋
子
、
武
田

ヨ
ネ
子
、
内
村
フ

ジ
、
神
尾
実

、
内
村
モ

ト
、
斎

藤

華
子

（

石
母

田
）

佐
藤
松
子
、
菊
地
文

夫
、
佐
藤
ヒ

ロ
子
、
斎
藤
昌
義
、

宍
戸
勝
夫
、
笠
原
新
次
、
宍
戸

米
子
、
高
木
紀
代
子
、
八
島
京

子
、
佐

藤
園
子

、
斎
藤
紀
三
、

菊
地
茂

生
、
菊
地
昭
子
、
菊
地

京
子

、
佐

々
木
昭
夫
、
菊
地
菊

蔵
、
菊
地
勝
夫
、
佐
藤
忠
三

（

山

崎
）

村
上
一
義
、
高
橋
忠
光
、

浅
野
茂

、
吉
田
綾
子
、
吉
田
登
、

吉
田
善
重
、
吉
田
喜
八
郎
、
折

笠
清
一

（

森

山
）

佐
久
間
久
子
、
谷

洋
ス

イ
子
、
小
野
政
治
、
三
ノ
輪

マ

サ
子
、
佐
藤
摶
正
、
佐
藤
安
男
、

佐
久
間
忠
敏
、
佐
久
間
宮
子
、

佐
藤
サ
ダ
子

、
実
沢
末
吉
、
吉

田

五
郎
、
吾
妻

タ
カ
子
、
渡
辺

次
男
、
武
田
俊

、
広
居
筒
子
、

吉
田
セ
ツ
子

、
吉
田
ツ

ヤ
、
斎

藤
悦
子
、寺
島

悦
子
、
寺
島
重
子

（

徳

江
）

斎

藤
初
子
、
斎
藤

洋
子
、

佐
藤
健
一
、
小

野
浩
志

、
後
藤

三
男
、
宍

戸
信
子

、
八
巻

キ
ミ

子
、
村
上
公

孝
、
後
藤

房
子
、

村
上
カ
ネ
、
村

上
ト
シ
子
、
実

沢
豊
秋
、
実
沢
英
子
、
村
上
セ

ツ
、
蓬
田

武
年
、
蓬
田

カ
ネ
、

後
藤
正
一
、
大
波
秀
雄

、
徳
江

政
子
、村

上
英
子

、大
波

和
子
、

小
池
孝
、
後

藤
ヒ
ロ
子

（

塚

野
目

）

高
橋
勉
、菊

地
義
春
、

菊
地

マ
サ
、
佐
藤
キ
ミ
ヱ
、
菊

圸
鐓

、
高
橋
守
雄

、佐

久
間
尚
子

（

貝

田
）

大
沼
静
子
、
高
橋
ス
ズ

子
、
村

上
豊
子

（

大

木

戸
）
佐

藤
ヨ
ネ
、
志
村
良

次

、
渡
辺

シ
ズ
ヱ
、
谷
津
チ
イ
、

阿
部
ヒ
サ
、
松
浦
功

、
阿
部

チ

イ
子
、
阿
部
和
夫
、
笠
松
タ
カ
、

谷
津

ス
イ
、
佐
藤
喜

二

遠
藤

ツ

气

谷
津
チ
ヤ

（
高

城
）

後
藤
ア
イ
、
桜
沢
摶
、

後
藤
ヨ
シ
子

、
忍

ミ
ョ
子
、
後

藤
和
子
、
佐
藤
紀
夫
、
酒
井
勝

子
、
八
島
市
子

（

光
明

寺
）

佐
野
ツ
ヨ
子
、
松
浦

ト

シ
、
松
浦

良
夫
、
遠
藤
誠
次
、

遠
藤
ト
キ
子

、
遠
藤
正
子
、
渋

谷
初
枝
、
星

野
弘
、
渋
谷
公
、

渋
谷

美
子
、

加
藤
大
拙

、
渋
谷

キ

ミ
子

（
西

大

枝

）
佐
藤
芳
江
、
佐
藤

萼

蔵
、
佐
藤
光
子
、
佐
藤
尚
、
玉

手
高
子
、
玉

手
紘

二

小
林
由

紀
子
ノ

吉
田

健
造

（

川
内

）

斎
藤
光
正
、
大
浪
政
輝
、

鈴
木

＝
ウ
、
後
藤
容
子
、
岩
城

ふ
み
子
、
斎
藤
伊
勢
吉
、
鈴
木

悦
子
、
鈴
木

シ
ヅ
ヱ
、
鈴
木

ヨ

ウ
子
、
佐
入
間

ト
シ
、
鈴
木
昇

瀬
戸
ト
シ
ベ
木
村
辰
雄

山
を
迎
え
た
新
正
一
本
化

万
難
を
排
し
実
行
し
ま
し
よ
う

今
春
八
〇
％

の
成
績
で
評
判
の
よ

か
っ
た
新
正

月
も
、
不
良
天
候
の

あ
お
り
で
仕
事
が
お
く
れ
、
ま
た

後

戻
り
し
そ
う
な

情

勢

に
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
伊
達
の
一

部

殊
に
達
北

だ
け

の
問
題
で
、
今

年
は
全
県
一
致
し
て
新
正
月
一

本

化

に
ふ
み
き
っ
て
い
る
こ
と
は
、

毎

日
の
新
聞
、
ラ

ジ
オ
の
報
ず
る

と
お
り
で
あ

る
。
も
と
も
と
こ
の

運

動
は
、
生
活
の
合
理
化
、
簡
素

化

を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
や
は
り

多
少
の
難
点
は
あ
っ
て
も
、
新
暦

を
つ

か
う
方
が
季
節
に
合
い
、
年

間

の
作
業
計
画
を
立
て
る
に
も
都

合

よ
く
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
合
理
的

で

あ
る
。
ま
た
全
県
、
全
郡
と
歩

調

を
合
せ

る
こ
と
が
簡
素
化
の
趣

旨
に
も

そ
う
も

の
で
あ

る
こ
と
を

思
う
と
、
一
時
的
、
局
部
的
な
天

候
現

象
な
ど
に
支
配
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
世
の
中
の
み
ん
な
と
足
な

み
を
そ

ろ
え

る
こ
と
が
幸
福
へ
の

道
で
あ
る
と
の
見
解
か
ら
、
今
度

も
や
つ

ぱ
り
新
正
月
を
や
ろ
う
と

い
う
声

が
強

い
よ
う
だ
。

栄
冠
は

八
島
健
一
君

水
稲
増
收
競
技
会

国

見
町
農
業
改
良
推
進
協
議
会
（

会

長
渋
谷
一
衛
氏
）
が
桑
折

地
区

農
業
改
良
普
及
所
お
よ
び
国

見
町

役
場
と
共
催
で
開
催
し
た
水
稲
増

収
競
技
会
の
結
果
が
こ
の
程
発
表

さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
参
加
数

一
六
六
点
の
う
ち
反

収
九
俵
以
上

が
七
十
八
点
（
昨
年
は
五
十
一
点
）

の
多
き
に
及
び
、
特
に
十
侫
以
上

が
一
一
十
四
点
（
昨
年
十
二
点
）
十

一
俵
以
上
が
三
点
（
昨
年
は
一
点
）

で
最
高
は
八
島
健
一
氏

の
十
一
詼

と
三
斗
五
升
で
あ
る
。

順位 氏　　　名 _地区名 品　種　名 反当換
算収量

1
2
3

4
5
6
7

8
8
8
8
12

12
14
14

16
16
16
19
20
20
22
22
22

八
島 健一

吉
田　 惣吉

熊 坂 栄一

奥
山　 邦夫

渋谷 良一
遠藤弥惣洽

高野　 喜
平

山 田　 長一
佐藤　清 春
八島　　 昌
斎 藤忠太郎
渡 辺　正男

佐久間高 俊
菅野　　 堅

八島　　 武

菊地　 順悖
徳江　 久

鴨
田　 善二

瀬戸 亀二

渋
谷　 良耕

渋谷　 貞一

佐久間　 実
市

川　 喜作
'星野　　 昇

大木戸
藤　 田

小 坂
藤　 田
大木戸

//
小　 坂
藤　 田

大　 枝
藤　 田
大木戸

//
森江野
小　 坂
藤　 田
森 江野

藤　
田

小 坂
大　 枝
大木戸

ﾉ/
森 江野
藤　田
大木戸

ト　 ヮ　 ダ
〃

ﾉヽ
ツニシキ

ササシ グレ

チョウカイ
新　 ５　号
ト　 ヮ　 ダ

X/
藤 坂 ５ 号

X/
//

ササシグレ
ト　ヮ　 ダ

1/
//

コガネモチ
ト　ヮ　 ダ
藤 坂 ５ 号

ト　 ヮ　 ダ

チョ カカイ
新　 ６　 号
農林 ２１号

ト　
ヮ　 ダ

藤 坂 ５ 号

4 .750
⌒4 .550
4.525.425

以4  . 325
占4300

4.275
4.225
4.225
4.225
4.225
4 .28
4.200

4 175

4 1754.075
4 . 075
4 .075
4 050

4 0254.025
4 .08

4 000
4 000

商
工
相
談
所
生
る

中
小

企
業
の
経
営
合
理
化
に
一
役

わ
が
国
全
企
業
者
の
九
五
％

を
占

め
る
中
小
企
業
者
の
経
営
状
態

は

年
年
悪
化
の
一
途
を
た
ど
つ
て

い

る
。
こ
れ
は
大
資
本

家
が
小
資
本

家
を
圧
迫
し
て
い
る
と
同

時
に
、

小
資
本
家
同
志
の
不
当

な
競
争
に

よ
る
も
の
で
、

今
こ
そ
中
小
商
工

業
者
が
一
致
協
力
し
て
経
営
の
合

理
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、

自
滅
す

る
ほ
か
は
な
い
。
こ
５

し
た
状
態

に
政
府
が
救
い
の
手
を
の
べ
た
の

が
今
度
の
商
工
会

法
で
、

わ
が
国

見
町
で
も
去
る
十
一
月
一

日
、
新

法

に
よ

る
商
工
会
が
誕
生

し
、
役

員
も
決
ま
り
、
叉
農
業
改

良
普
及

所
内
に
店
開
き
し
た
「
商
工
相
談

所
」
に
は
、
経
営
改
善
普
及
員
と

し
て
菅
野
正
美
氏
が
常
勤
し
て
い

る
。
事
業
内
容
の
主
な
も

の
は
次

の
通
り
で
、
大
い
に
こ
れ
を
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
肓

高
度
の
専
門
に
わ
た
る
も
の
は
専

門
指
導
員
が
当
る
こ

と
に
な
っ
て

い
る
。

山
、
金
融
及

び
信
用

保
証
に
関
す

る
相
談
、

指
導

闔
、
税
務
及
び
経
理
に
関
す
る
相

談
、

指
導

闥
、

経
営
合
理
化

に
関
す
る
相
談

指
導

咄
、
労

務
及

び
社
会
保
険
に
関
す

る
相
談
。
彳

導

向
、
経
営
及
ぴ
技
術
に
関
す

る
情

報
、
資
料
の
収
集
並
に
提
供

経
営
改
善
普
及
員
菅
野
正

美
氏
談

「
中
小
企
業
に
は
困
難
な
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す

。
こ
う
い

う
仕
事
は
、
私
の
性
格
に
合
っ

て
い
て
大
好
き
で
す

の
で
、
一

生
懸
命
勉
強
し
て
一
日
も
早
く

皆
様
の
御
期
待
に
そ
い
た
い
と

。思
っ
て
い
ま
す

。
」

逆　コ　ー　ス

母「 アツ　坊や!!　 あとのバ スで行く んだか

らお待ち よツ」

坊や「いやだい!!　 みんなあ のバスに乗つたん

だ」

越
境
樹
木
は
伐

り
ま
し
よ
う

宅
地
防
風
林
（

い
ぐ
ね
）
や
田
畑

の

境
界
線
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

果
樹
な
ど
は
、
と

か
く
増
産
の
さ

ま
た
げ
と
な
る
ば

か
り
で
な
く
、

人
間
関
係
悪
化
の
原
因
と
も
な
っ

て
、
社
会

生
活
上
甚
だ
面

白
く

な

い
の
で
町
農
業
委
員
会
で
は
こ

の

た
び
各
部
落
会
及
び
各
家
庭

に
対

し
こ
れ

が
伐
採
方
を
要
請
す

る
こ

と
に
な
っ

た
。
他
人
に
迷
惑
を

か

け
て
い
な
が
ら
も
、
人

か
ら
か
れ

こ

れ
い
わ
れ
た
り
、

ま
し
て
わ
が

家

の
樹
木
に
手
を
か
け
ら
れ
た
り

す

る
こ
と
は
、
気
持
の
よ
く
な
い

も

の
で
あ
る
か
ら
、

ま
ず
お
互
に

自
発
的
に
伐
採
又
は
移
植
し
。
或

る
期
間
を
過
ぎ
て
も
実
行
し
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
き

、
部
落
会
な

ど
の
申
合
せ
に
よ
っ
て
処

理
す
る

よ
う
に
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
。
肓
今
回
同
委
員
会
か
ら
出
さ

れ

た
要
請
の
回
覧
は
左
記
の
通
り

極
め
て
低
姿
勢
の
も
の
で
、
良
識

あ

る
農
家
各
位
か
ら
は
絶
大
な
好

評
を
受
け
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら

く

Ｉ
〇
〇

％
の
実
行
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。記

『

立
木

の
所
有
者
は
、
境
界

線

よ
り
垂

直
上
方
を
基
準
と
し
て

他
人

の
耕
作
地
上
に
立
木

の
枝

葉

が
常
時
出
な
い
よ
う
に
す

る

現
在
境
界
線
よ
り
他
人

の
耕
地

上
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
部
分

に

つ
い
て
は
、
立
木
所
有
者
は
直

ち
に
こ
れ
を
伐
採
す

る
こ
と
。

右
の
伐
採
は
早

期
に
完
了
す
る

よ
う
所
有
者
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

、

二
、
新
に
他
人

の
耕
地
に
隣
接
し

て
永
年
樹
木
を
植
え
る
場
合
は

将
来
他
人

に
被
害
を
お
よ
ぼ
さ

な
い
よ
う
境
界
線
か
ら
左
の
聞

隔
を
と
っ
て
植
え
る
こ
と
。

１

、
桑
樹
　

三
尺
以
上

２

、
果
樹
　

二
聞
半
以
上

（

但
し
桃
等
比
較
的
大
木
と

な
ら
な
い
も
の
は
適
宜
減
ず

る
も
の
と
す

る
。
）

３

、
桐
其
他

の
喬
木
三
間
以
上

４

、
宅
地

防
風
林
（

い
ぐ
ね
）

と
し
て

の
喬
木
は
植
え
な
い

こ
と
と
し
、
生
垣
等
の
場
合

は
三
尺
以
上
の
間
隔

を
と
つ

て
榧
え
、
そ
の
高
さ
は
七
尺

以

上
と
し
な
い
こ
と
。

所
得
倍
増
と

五
〇
万
羽
養
鶏

佐
久
間
清
氏

町
民

に
訴

え

る

養
鋸
の
画
期
的
振
興
を
図
る
た
め

政
府

は
本
年
四
月
一
日
養
鶏
振
興

法
を
制
定
し
、
本
県
ま
た
こ
れ
に

呼
応
し
て
九
月
県
会
の
決
頸
を
経

て
、
差
当
り
県
下
五
十
数
ケ
所
に

Ｉ
ア
ル
地
区
を
指
定
し
、
種
々
な

る
便

宜
と
補
助
金
を
交
付
し
て
、

堅
実

な
る
発

展

に
一
歩

を

進
め

た
。
当
町
の
如
き
農
業
地
帯
に
お

い
て
も
時
代
の
進
運

に
対
処
す
る

た
め
、
大
い
に
こ
れ
を
研
究
し
て

最
も
合
理
的
な
。経
営
を
図
ろ
う
と

す

る
特
志
家
が
現
れ
て
き
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
輸

出
造
花
業
を
本

業
と
し
て
い
る
佐

久
間
清
氏
な
ど
も
そ
の
一
人
で
、

そ
の
筆
に
な
る
「
町
民
に
訴
え
る

五
〇
万
羽
養

鶏
」
な
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
町
跼
各
位
の
理
解
と
善
処

方
を
期
待
す

る
も

の
で
あ
る
。

″
新
入
兄
童
の

健
康
診
断
’

小
坂
小
学
校
　

十
二
月
廿
六
日

大
木
戸
び
　
　

″
　

廿
七
日

藤
田

ぴ
　
　
　

一
月
九
日

森
江
野
な
　
　

ぴ
　

十
日

農

事

メ

モ

○

今

年

の

秋

は

天

候

不

順

な

た

め

に

作

業

が

お

く

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

今

年

の

反

省

と

来

年

度

の

計

画

を

樹

て

ま

し

よ

う

。

１

、

経

営

薄

記
　

家

計

薄

の

整

理

と

記

帳

開

始

の

準

備

２

、

営

農

設

計

の

樹

立

経

営

内

容

を

検

討

す

る

家

族

会

議

を

開

い

て

計

画

し

ま

し

よ

う

ひ

計

画

な

く

し

て

向

上

な

し

″

３

、

水

稲

作

付

計

画

よ

い

品

種

、

よ

い

種

子

の

確

保

（

舘

報

十

一

、
十

二

月

号

参

照

）

○

水

田

裏

作

で

は

排

水

溝

の

設

置

を

完

全

に

す

る

様

に

。

○

畜

舎

の

防

寒

設

備

寒

風

が

直

接

家

畜

の

体

に

当

ら

な

い

様

に

、

又

す

き

聞

風

が

畜

舎

に

入

ら

な

い

様

に

防

寒

設

備

を

行

い

ま

し

よ

う

。

○

新

正

月

一

本

化
・：
：
…
・
今

年

も

全

町

そ

ろ

つ

て

完

全

実

施
（
今

年

は

全

県

そ

ろ

つ

て

運

動

中
‘
で

す
）



婦人特集号
わ
が
妻
に
も
の
申
す

い
つ
ま
で
水
）若
く
て
い
よ
う

Ｓ

子
よ
、
元

気
を
出
せ
よ
。

お
れ
た
ち
は
、
一
生
新
婚
旅
行
の

っ
も
り
で
く

ら
そ

う
と
、
あ
の
と

き
言
い
合
っ

た
で

は
な
い
か
。

あ
れ
か
ら
五
年
足
ら
ず
の
今
日

こ
の
ご
ろ
、
そ
の
く

た
び
れ
よ
う

は
な
ん
だ
。

お
れ
た
ち
は
ま
だ
若
い
ん
だ
。

お
れ
の
心
臓
に
は
、
ま
っ
か
な
血

が
波
打
っ
て
い
る
の
だ
。
野
良
仕

事
に
出
る
と
き
な
ど
、
ほ
ん
の
り

薄
化

粧
で
も

し
て
く
れ
た
ら
、
ど

れ
ほ
ど
う
れ
し
い
か
。

朝
新
聞
か

き
た
ら
、
炊
事
の
片

手
間
に
す

ば
や
く
見
出
し
ぐ
ら
い

は
眼
を
通

し
て
お
き
、
一

ぷ
く
休

み

の
話
し
相
手

に
な
っ
て
く
れ

た

ら
、
お
れ
の
勉
強

の
は
げ
み

に
な

る
と
い
う
も

の
だ

。
何
と

い
っ
て

も
女

は
一
家

の
太
陽

だ
。

お
ま
え

が
光
れ

ば
一
家

は
明

る
く
、
お
ま

え

が
く
も
れ

ば
家
中
暗
く
な

る
。

近

く
若
妻
学
級

が
開
か
れ

る
そ

う

だ
が
、

お
ま
え
も
是

非
参
加
し

て
う
ん
と
勉
強
し
て
く
れ
。
生
け

花
、
踊
り
も
大
い
に
結

構
だ
が
、
子

供
の
教
育
や
生
産
学
習
も
う

ん
と

と
り
い
れ
て
や
る
ん
だ
な
。
そ
れ

が
た
め
に
は
、
多
少

経
費
や
時
間

が
か
か
っ
て
も
か
ま
わ
ぬ
。
遠
慮

し
な
い
で
ど
ん
Ａ
＼
要
求
し
ろ
。

鰈
や
乳
牛

の
管
理

は
一
さ
い
お
前

に
ま
か
せ
る
っ
亀
り

だ
。

姑
や
ば
あ
ち
や
ん
に
は
お
れ
が

よ
く
言

っ
て
お
く
。
な
あ
に
も
と

も
と
婦
人
連
合
軍
の
仲
間
で
な
い

か
、
う
ま
く

い
か

ぬ
は
ず
が

な
い

よ
。
隣

の
Ｋ
子
や
う
し
ろ
の
Ｔ

子

と
も
よ
く
相
談
し
て
う
ま
く
そ
れ

よ
。
　
　
　
　
　
（
三
十
男
よ
り
）

。
気

ま

ま

庖

注
文

を

”

お
互
四
十
と
も
な
れ
ば
、
心
臓

に
は
毛

が
は
え

、
生
活

の
苦
し
さ

も
手

伝
っ
て
、
夫
婦
げ

ん
か
も
華

々
し
く

、
な
か
な

か
深

刻
に
な
る
。

し
か
し
そ
こ

は
年

の
功

と
い
う

か

自
制

心
も
出
て

、
日
頃

は
お
互

に

言

い
た
い
こ

と
も
言

わ
な
い
で
が

ま
ん
し
て
い
る
。
舘
報
紙

上
な
ら

ば
少

々
並
べ
て
も

、
ま
さ
か
ひ
っ

か
か
れ

る
心
配
も

な
い
だ
ろ
う
。

い
つ
か
は
や
り

か
え

さ
れ

る
の
を

覚

悟
の
上
で

、
気

ま
ま
な
注
文
を

つ
け
て
見

る
こ

と
に
し

よ
う
。

气

出

か
け

る
先

に
文
句

を
い
わ

ず

気

諠

よ
く

送
り
出
し
て
く

れ
。
四
十
男

と
も

な
れ

ば
、
た

と
え

農
篶

期
で
も
、
公
用
私
用

は
数

あ
る
も

の
だ
。
恐

縮
し
て

出

か
け

る
の
だ
か
ら
あ
ま
り
文

句
を
い
わ
ず
気
孀
よ
く
送
り
出

し
た
方

が
帰
り
を
い
そ
ぐ
と
い

う
も
の
だ
。

二
、
子
供
や
老
人

を
い
た
わ
っ
て

く
れ
。

夫
に
対
す

る
不
満
や
家
計
の
や

り
く
り
で
不
平
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
子

供
や
老
人
に
ぶ
っ
っ

け
な
い
で
く
れ

。
原
因
不
明
の

小
言
を
向
け
ら
れ
て
も
年
寄
り

や
子
供
は
当
惑
す

る
だ
け
だ
ろ

三
、
家
計
簿

の
し
め
く
く
り
を
忘

れ
る
な
。

せ
っ
か
く
記
帳
生
活
を
や
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
さ
っ
ぱ
り
決

算

報

告

を

き
い
た
こ
と
が
な

い
。

ヘ
モ
く
り
ま
で

と
は
い
わ

な
い

か
ら
、
月
末
、
年
末
の
し

め
く
り
だ
け
は
は
っ
き
り
し
て

も
ら
い
た
い
。

四

―
つ

か
れ
た
と
き
に
は
一
本
っ

け

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
、
何
と
い
っ

て
も
っ
か
れ
な

お
し

に
は
こ
れ
が
一

番
だ
。

五
、
も
っ
と
役
に
立
つ
勉
強
を
し

て
は

ど
う
か
。

近
頃
婦
人
会
だ
、
婦
人
学
級
だ

と
せ
っ
か
く
出
て
行
く
よ
う
だ

が
、
一
体
何
を
習
っ
て
い

る
ん

だ
。
帰
っ
て
来
て
も
、

匸
へ
ん

だ
っ
て
話
し
た
こ

と
が
な
い
で

は
な
い
か
。
な
に
っ
、
あ
ん
た

亀
だ
ま
っ
て
い
る
？
　

お
れ
た

ち
に
は
、
お
や
ぢ
学
級
も
男
会

も
な
い
ん
だ
。
い
や
話
は
出
来

な
く
と
も
、
う

ま
い
料
理
や
、

谿
の
世
話
、
子
供
の
し
っ
け
位

は
責
任
を
も
っ
て
や
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
。

（
中
年
層
の
男
よ
り
）

婦
人
に
望

む

―
主

と

し
て

家

庭
婦

人

に
Ｉ

公
民
舘
長
　
佐

藤

善
次
郎

戦
後
わ
が
国

に
大
き
な
変
革

を
も
た
ら
し
か
も
。の
が
三

つ
あ

る
。
先
づ
教
育
制

度
の
改
革
で

あ
り
、
次
に
は
社
会

保
障
制
度

の
拡
充
強
化
で

あ
る
。
第
三
は

婦
人
の
地

位

の

向

上
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
果
し
て
満
足
す

べ

き
地
位
の
向
上
が
実
現
し
た
で

あ
ろ
う
か
。
婦
人

の
代
議
士
も

出

来
た
、
あ
ら
ゆ

る
職
場
に
も

進
出

し
て
い
る
。
そ
れ
は
事
実

で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
男
の
領

分
に
寳
い
込
ん
だ
だ
け
で
は
地

位

の
向
上

に
は
な
ら
な
い
。
む

し

ろ
人
問

と
し
て
の
向
上
こ
そ

問
題
で
あ
る
。
婦
人
代
議
士
の

数
が
漸
減
の
傾
向
な
ど
は
反
省

す

べ
き
資
料
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
戦
後
婦
人
の
隕
を
外
に
向

け
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
た
婦

人
運
動
も
、
昨
今
は
一
歩
退
い

て
家
庭
を
考
え
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
よ
い
時
機

の
や
う
に
思
う

の
で
あ
る
。

家
庭

の
こ
と
を
考
え
る
に
は

先
づ
「
愛
情
」

に
つ
い
て
の
問

題
か
お
る
。
家
庭
生
活
は
夫
と

妻
の
横
の
軸
と
親
と
子
の
縦
の

関
係
か
ら

成
立
し
て
い
る
。
人

間

と
し
て
上
下

の
差
別
な
く
互

に
対

等
、
平`

等
で

な
け
れ
ば
な

ら

な
い
の
は
近

代
的
考
え
方

で

あ
る
が
、
わ
が
国

の
家

庭
の
現

状
で

は
、
こ
れ

が
理
屈

と
し
て

は
わ

か
っ
て
い

て
も
実

際
は
中

々
そ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

は
い

な
い
。
家
長
制
度
は
封
建
的
家

族
制
度
と
共

に
、
法
律
上

は
一

掃
さ
れ
て
も
依
然
と
し
て
亭

主

関
白
の
あ
る
こ
と
を
認

め
ね
ば

な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
農

家
に
お
っ

て
は
更
に
濃
厚

で
あ
る
。
そ
の

中
に
お
っ
て
「
憩

い
の
場
」
と

し
て
の
家
庭

を
営
む
に
は
何
ん

彑

言
っ
て
も

、
婦
人
の
人
間
的

愛
情
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
家

庭
の
愛
情
の
発
酵
母
体
と
し
て

の
婦
人

を
考
え

る
時
、
そ
の
崇

高
な
粢
に
胸

を
う
っ
も
の
が
あ

ろ
う
。
第
二

は「
教
育
の
塲
」
と

し
て

の
家
庭

の
開
題
で
あ
る
。

幼
児

を
保
育
し
て
、
社
会
と
し

て
生
き

て
ゆ
く

た
め
の
人
間
形

成
は
、
学
校
教
育
に
ょ
っ
て
の

み
出

来
る
も

の
で
は
な
い
。
一

方

の
支
柱
は
社
会
教
育
で
あ
り

両
者

の
基
盤

は
家
庭
教
育
に
あ

る
こ

と
は
論
を
俟
た
な
い
。
し

た
が
っ
て
そ
こ
に
は
盲
目
的
愛

情
で
は
な
く
、
理
性
の
裏
づ
け

の
あ
る
愛
謌
が
要
求
さ
れ
る
。

跛

と
姑

の
問
題
、
反

抗
す

る
子

供

の
問
題
等
は
、
社
会

が
新
ら

し
く

変
ろ
う
と
し
て
い
る
際
に

避
け
ら
れ
な
い
問
題
で

は
あ
る

が
、
上

か
ら
下
へ
の
命
令
で
抑

え
っ
け
た
り
、
力

で
押
し
切
っ

た
り
す
る
こ
と
は
何
等
の
開
題

解
決
策
で
な
い
こ
と
は
、
身
近

か
に
そ
の
実
例
を
挙
げ
る
に
事

欠

か
ぬ
で
あ
ろ
う
。
子
供

の
教

育
の
た
め
に
は
親
み
ず
か
ら
か

時
代

に
生
き
る
人

間
を
つ
く

る

教
師
た
る
に
価
す
る
だ
け

の
覚

悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ

に
婦
人
の
教
養
の
重
要
性
か
お

り
、
「
婦
人
会
」
も
「
婦
人
学

級
」
も
「
読
書
す
る
お
母
さ

ん
」

も
「
記
録
す
る
婦
人
」
も
存
在

価
値
か
お
る
わ
け
で

あ
る
。
第

三
は
経
済
を
中
心
と
す

る
家
庭

の
問
題
で
あ
る
。
衣
食

住
の
生

活
に
甚
だ
し
く
欠
く
こ
と
が
あ

っ
て
は
、
明
る
い
家
庭
な
ど
は

到
底
望
む

べ
く
も
な
い
こ
と
で

あ
る
が
、
社
会
の
現
状
は
俤
い

て
も
く

最
低
の
暮
し
さ
え
立

た
な
い
人
や
、
求
め
て
も
職
に

っ
け
な
い
母
子
家
庭
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
の
人

々
が
協
力
し
て

解
決
す
べ
く
努
力
す
る
事
柄
で

は
あ
る
が
、
一
家
庭
だ
け
で
は

涵
決
さ
れ
な
い
種
々
な
問
題
も

あ
る
Ｃ

家
庭
は
た
し
か
に
社
会

を
構
成
す
る
基
礎
的
単
位
で
は

あ
る
が
、
社
会
か
ら
隔

離
し
て

存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

し
て
社
会
の
経
済
的
な
仕
組
と

政
治
の
問
題
と
に
無
関
係
で
は

あ
り
得
な
い
。
そ
こ
に
「
考
え
る

婦
人
」

を
要
求
さ
れ
る
由
因
か

お
る
。
私
は
婦
人
の
隕
が
先
づ

家
庭
に
む
け
ら
れ
、
し
か
る
後

更
に
政
治
に
も
経
済
に
も
向
け

ら
れ
る
よ
う
切
に
希
望
す
る
も

の
で
あ
る
、
か
く
て
こ
そ
地

に

っ
い
た
婦
人
の
強
固

な
地
位
が

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

。
妻
に
も
の
申
さ
れ
る

”

考
夫
婦
の
朝
な
ど
は
、
た
ぎ
る

鉄
び
ん
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
Ｘｙ

ま
い
香
の
も
の
で

、
濃
い
お
茶
な

ど
を
い
た
だ
き
、
さ
ざ
ん
花
の
一

輪
差
で
も
眺
め
る
よ
う
な
静
か
さ

も
欲
し
い
も
の
だ
が
、
実
際
は
そ

う
は
い

か
な
い
。

結
婚
し
て
三
十
年
、
四
十
年
亀

だ
つ

と
、
若
い
人

達
の
よ
う

に
感

激

だ
と
か
、
刺
戟

、
興
奮
だ

と
か
い

う
こ
と
は
少
な
い
。
若
し
そ
う
だ

と
す

る
と
こ
の
身
が
も
つ

ま
い
。

愛
情
の
進
化
と
で
も
云
お
う

か
。

し

か
し
、
男

の
立
場

か
ら
す
れ
ば

妻

は
も
う
少

し
夫

に
親
切
で
、
気`

が
き

い
て
い
て
、
気
持
ち
に
新
鮮

な
も

の
、
慢
性
化
し
な
い
愛
情
が

あ
っ
て
も

よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
と

思

う
。
妻

は
こ
れ
を
聞
い
て
「
勝

手

な
こ
と
を
い
う
の
で

は
な
い
、

亭
主
ぐ
ら
い
わ
が
ま

ま
な
も
の
は

た
い
、
妻
の
立
場
に
な
っ
て
見
る

が
よ
い
。
亭
主
は

、
寝
た
ほ
う
き

も
立
て
な
い
で
、
朝
起
き

る
と
新

煕

を
読
む
、
そ
し
て
頷
を
洗
っ
て

飯
々
と
叫
ぶ
、
あ
と
片
付
け
一
つ

す

る
で
な
し
、
困
つ
だ
宿
六
だ
」

と
い
う
。

「
妻
に
も
の
申
す
」
と
こ
ろ
の

ほ
ぎ
で
な
い
、
も
の
申
さ
れ
る
始

末
で
あ
る
。
そ
ん
な
亭

主
も
か
な

り
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

妻
に
も
の
申
す
主
人
も
多
い
こ
と

だ
ろ
う
が
、
私
に
そ
の
資
格
は
な

い
。孫

の
守
り

で
も
し
て
、
静

か
に

も
の
少
く
語
り
、
そ
し
て
お
互
に

充
分
わ
か
つ
て
い
る
、
云
う
こ
と

も
な
い
、
そ
ん
な
妻
で
あ
り

、
夫

で
あ
り
た
い
。
も
ち

ろ
ん
妻

に
は

感
謝
し
て
い
る
夫
で

あ
る
の
で

あ

る
。
　
　
　
　

（

老
年
層

の
夫

）

き

け

若

妻

の

こ

え

若
妻
の
よ
ろ
こ
び

な
ん
の
刺
戟

も
な
い
、
働
く

だ
け
の
農
村
の
あ
け
く
れ
、
子

ど
も
の
成
長
の
み
を
楽
し
み

に

働
さ
つ
づ
け
て
き
た
が
、
若
妻

学
級
が
で
き
て
三
年
、
以
来
私

は
ま
ず
第
一
に
書
く
こ
と
に
気

づ
き
、
毎
日
、
日
記
を
つ
け
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
集
会

の
後
の
ノ
ー
ト
の
謚
理
は
必

ず

や
ろ
う

と
思
い
、
後
か
ら
見
て

役
に
立
て
て
お
り
ま
す
。
第
二

に
読
む
こ
と
で
す
。
毎
晩
新
聞

を
ま
く
ら
も
と
に
持
っ
て
き
て

重
大
ニ
ュ
ー
ス
や
家
庭
記
事
な

ど
筆
記
し
て
、
か
な
ら
ず
寝
る

前
に
は
何

か
し
ら
読
ま
な
い
と

眠
れ
な
い
く
せ
が
つ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
第
三
は
料
理
で
す
。

こ
の
ご
ろ
は
毎
日
ご
は
ん
た
き

な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
栄
養
表
だ

ど
見
た
り
し
て
計
画

を
た
て
、

重
労
働
し
て
も
体
力

の
っ

づ
く

よ
う

に
と
、
心
が
け
て
習
っ

た

料
理
な
ど
、
と
き
ど
き

や
り

ま

す

。
第
四
は
い
け
花

、
夏

の
花

の
あ
る
う
ち
は
、
屁

休
み

な
ど

に
、
た
ん
と
か
心
悸
客

位
の
形

だ
け
は
お
ぼ
え
、
色

の
調
和
な

ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
興
味

が
出
て
き
て
、
き
ら
さ
ず
い
け

て
み

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
身
に
つ
け
た
い
こ

と
は
、
第
一
に
育
児
法
、
次

は

蔬
菜
の
研
究
、
第
三
は
料
理
の

研

究
で
す
。

お
母
さ
ん
に
申
上
げ
ま
す

も
っ
と
若
返
っ
て
下
さ
い
汐

…
…
七
月
年

の

声
…
…

わ
た
く
し
た
ち
青
年
の
集
り
で

時
時
話
題
に
な
る
こ
と
を
書
い
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在

の
婦
人
会
は
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
の
会
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
腰

の
曲
り
始
め
た
人
、
も
う
曲
っ
で

し
ま
っ

た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
、
こ

れ
で
婦
人
会
な
の
だ
ろ
う
か
？
こ

の
様
な
人
達
は
、
ど
ん
な
望
み
、

↑ど
ん
な
開
題
を
も
っ
て
擺
っ
て
居

る
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
そ

の

人
達
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題

か

も
知
れ
な
い
、
し
か
し
そ
の
問
題

は
お
そ
ら
く
跛
に
答
え
て
も
ら
う

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
考
え
ま

す
。
婦
人
会
は
若
い
跛

さ
ん
達

に

早
く
切
り

か
え
る
こ
と
が
、
の
び

の
び
し
た
、
明

る
く
楽
し
い
婦
人

会
が
生
ま
れ
、
明
る
く
楽
し
い
家

庭

、
社
会
が
き
ず
か
れ
る
の
で

は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
こ
そ
自
主
的
な
集
り
で

あ
る

婦
人
会

の
大
切
な
任
務
で
は
な
い

で
し
ょ

う
か
。

若

い
人
を
出
し
て
も
年
寄
り

は

年
寄

り
と
し
て

グ
ル
ー
プ
を
作
り

「
今
と
き

の
姑
」
と
し
て
の
勉
強

を
す

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す

。

二
十
代
三
十
代
の
若
妻
の
希
望

と
、
五
十
代
六
十
代
の
お
ば
あ
ち

ゃ

ん
の
考
え
が
一
致
す
る
筈
は
ど

う
考
え
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
寸

の
虫
に
も
五
分
の
た
ま
し
い
と
か

若

い
大
に
は
若
い
人

の
夢

と
希
望

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
夢

と

希
望
を
自
由
に
伸

ば
し
て
ゃ

る
の

が
お
と
し
よ
り
の
任

務
で
あ
り
ま

し
よ
う
。
　
　
　
　
　
（
Ｔ

・
Ｎ
）

私
は
こ
ん
な

婦
人
に
な
り
た
い

女

青

の

声

戦
後
婦
人
は
強
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て

お
り
ま
す
。
参
政
権
を
与

え
ら
れ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
認

め
ら
れ
、

ど
こ
で
も
自
由
に
意
見

を
述

べ
る
こ
と
も
出
来
、
確
か
に

強
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

分
の
思
っ
て
い

る
こ
と
を
確
信
を

も
っ
て

い
い
き

る
こ
と
の
出
来

る

人

は
ど
れ
だ
け
い

る
で
し
ょ
う
。

今

ま
で
人

に
頸
っ
て
ば
か
り
生
き

て
き

た
女
性

に
と
、つ
て
は
、
自
分

の
意

見
を
言
う
こ
と
亀
出
来
な

か

っ
た
し
、
言

お
う
と
も
し
な

か
っ

た
の
で

、
そ
れ
を
今
す
ぐ
や
ろ
う

と
す

る
の
は
大
変
な
努
力
と
思
い

ま
す

。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら

の
女

性
は
、
人

に
頸
っ
て
生
き
る
こ
と

を
考
え
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す

。
そ

の
為
に
は
、
何
事
も
積
極

的

な
行

動
と
、
い
っ
て
も
誰
の
前

で

も
話
の
出
来
る
、
真
似
事
で

な

い
は
っ
き
り
し
た
自
分
の
意
見

を

い
つ
も
身

に
っ
け
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す

。
　
　
　

（
Ｙ

・
Ｓ
）

大
豆

の
王
座
は

今
年
も
八
島
氏
へ

今
年
の
大
豆
増

収
競
技
会
の
成
績

は
次
の
通
り
で
、
八
島
氏
は
昨
年

に
引
続
き
、
連
続
王
座
を
獲
得

し

た
。
八
島
氏

の
収
量
を
反
当
に
す

る
と

Ｉ
〇
八
・
九
／
で
昨
年
の
九

四
・
五
／

に
比
ベ

ー
四
・
四
／

の

増
収
で
あ
る
。

大 豆 増 収 競 技 会 成 績 表

等級 氏　　　名 地区名　品 種 名
坪　当
子哭量

１

２

３

３

３

八 島　 昌

松浦　新七

佐久間正寛

斎藤　忠男

佐久間貞吉

茴　田　革新１号

大木戸　//

森俚野 ＞/

//　　　.　//

大 枝 勹/

363匁

307

257

218

218

厚
生
課
よ
り

「
歳
末
た
す
け

あ
い

運
動
」
に
御
協
力

を

温
い
思

い
や
り

の
心
を
も
ち
よ
る

「
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
」
は
、

多
く
の
人
々
の
胸
に
明

る
い
希
望

の
灯
と
な
り
、
社
会
を
明
る
く
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
今
年
も
年
の

瀬
を
間
近
に
控
え
、
民
協
、
婦
人

会
の
合
同
会
議
を
開
き
、
病
気
や

貧
困
の
た
め
に
暗
い
生
活
の
人
達

に
少
し
で
も
温
い
心
を
贈
ろ
う
と

町
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け
る
こ
と

に
た
っ
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
温
い
心

を
御
喜
捨
下
さ
い
。
婦
人
会
の
方

が
お
伺
い
致
し
ま
す
。

8
0卜
匸

に
年
金
証
書

か
ね
て

か
ら
、
非
常
な
意
気
込
で

Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
係
の
努
力
も
か
い

あ
っ
て
、
わ
が
町
の
国
民
年
金
の

成
績

は
す
こ
　

る
よ
く
、
町
内
該

当
者
の
約
八
〇
％
（
十
一
月
末
日
）

が
加
入
し
、
近
く
第
一
回
の
年

啻

証
書
の
交
付
を
行
う
こ
と
に
た
っ

た
。

成
人
式
に
は
心

の

晴
着
で

参
加
し
よ
う

１
成
人
者
の
申
合
せ
Ｉ

別
項
二
百
余
名

の
若
人
た
ち
が
新

春
一
月
十
五
日
に
晴
れ
の
成
人
式

を
迎
え
、
町

を
挙
げ
て
の
祝
福
を

う
け

る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
各
地
区

の
代
表
者
は
去
る

九
日
夜
打
合
会

を
開
き
、
新
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で
こ
れ
に
望

も
う
と
次
の
よ
う
な
申
合
せ
を
し

た
。

气

身
な
り
や
服
装
は
質
素
を
旨

と
し
、
華
美
に
流
れ
る
こ
と
を

避
け

る
こ
と

二
、
成
人
講
座
に
は
な
る
べ
く
出

席
し
て
成
人
と
し
て
の
教
否

を

身
に
っ
け
る
こ
と

成
人
講
座
は

十
二
月
二
十
三
日（

金
）

一
月
八
日（

日
）

三
、
学
校
時
代
の
同

級
生
誘

い
合

っ
て
出
席
し
、
た
の
し
い
一

日

を
送
る
こ

と

爾
成
人
式
は
午
前
九
時
か
ら
藤
田

小
学
校
で
開

か
れ
、
成
人
証
書
記

念
品
の
授
与
、
来
賓
祝
辞
、
成
人

者
の
感
想
発
表
、
記
念
講
演
、
祝

賀
会
食
な
ど
あ
る
の
で
、
該
当
者

は
も
れ
な
く

参
加
し
て
い
た
だ
き

い
。編

集

後

記

○
わ
が
夫
に
も
の
申
す
「
妻
の
こ

と
ば
」
を
歓
迎
し
ま
す

編
集
部

○

さ
あ
、
え
ん
り
よ
し
な
い
で

ご

相
談
下
さ
い
…
…
商
工
相
談
所

○
さ
あ
、
え
ん
り
よ
し
な
い
で

お

入
り
下
さ
い
…
…
…
…
娟
人
会

○
さ
あ
、
え
ん
り
よ
し
な
い
で
お

い
で
下
さ
い
…
…
…
…
成
人
式

○
さ
あ
、
え
ん
り
よ
し
な
い

で
お

伐
り
下

さ
い
…
…
…
越
境
樹
木

○
さ
あ
、
え

ん
り
よ
し
な
い
で
お

立
て
下

さ
い
…
…
日
の
亢
の
旗

○
さ
あ
、
え

ん
り
よ
し
な
い
で
お

乗
り
下

さ
い
・：
新
正
月
号
バ
ス

Ｏ

さ
あ
、
え

ん
り
よ
し
な
い
で
お

と
り
下

さ
い
…
…
反
収
十
二
俵

○
さ
あ
、レ
兄
ん
り
よ
し
な
い
で
最

良
の
と
し
を
迎
え
て
下
さ
い
・：

’

…
…
新
生
活
運
動

Ｏ
少
々
あ
と
味
の
よ
く
な
い
公

明

選
挙
…

…
…
…
…
…
わ
が
良
心

○

国

旗

を

立

て

ま

し

よ

う

○

今

年

こ

そ

火

事

を

出

さ

ぬ

よ

う
…
…
…
町

民

総

消

防

自
衛
官
募
集
中
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